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 研究成果の概要（和文）： 

本研究は、九州国立博物館に設置した文化財用の大型 X線 CT および精密三次元デジタイザを

活用し、非接触非破壊で中国古代青銅器の構造を解析することによって、製作技法の研究を飛

躍的に進めることを目的にしている。これを達成するために、世界有数の中国古代青銅器を保

有する泉屋博古館（住友コレクション 180 点）と協力し、中国古代青銅器の内部構造データを

系統的に集積した三次元デジタルアーカイブを構築した。研究成果として、国内外の学会で研

究発表を行った。また、一般市民への研究成果公開として、アジアが誇る卓越した古代技術を

分かり易く紹介する展示会を開催した。 

 

 

研究成果の概要（英文）： 

This study aimed to rapidly advance research on the techniques used to manufacture ancient 

Chinese bronzes by utilizing the large-format X-ray CT scanner installed for the study 

of cultural properties at the Kyushu National Museum to obtain detailed three-dimensional 

digitized images revealing the structure of the bronzes through non-contact, 

non-destructive means. In order to achieve this, we solicited the cooperation of the 

Sen’oku Hakkokan, which maintains one of the leading collections of ancient Chinese 

bronzes in the world (Sumitomo Collection—180 objects), and constructed a 3D digital 

archive by systematically gathering data on the internal structure of these ancient bronze 

vessels. When completed, we held an international conference announcing the results of 

our research and, to present the results of our research to the general public, we held 

an exhibition that introduced the exceptional craftsmanship of this ancient culture in 

a straightforward and easily understandable way.  
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１．研究開始当初の背景 

我が国の文化財へのＣＴの活用は医療用

の装置を利用して 1978 年に開始された。そ

の後、1988 年には工業用 CT が国立歴史民俗

博物館に導入されて金属遺物の調査に適用

された。1994 年からは奈良国立文化財研究所

に銅鐸などの大形の金属製品まで調査でき

る装置が導入された。2005 年には数分から数

十分で大型の埴輪まで調査できる大型ＣＴ

が九州国立博物館に設置された。これまでの

文化財用 CT がラインセンサを使って１ライ

ンずつ撮像するために、撮像時間が数時間か

ら十数時間かかったのに対して、一画面を一

気に撮像することによって撮像時間が大幅

に短縮された。いまや CT は文化財を正確に

計測し、内部構造を探ることができる文化財

調査に不可欠な装置になりつつある。 

一方、中国古代青銅器、特に殷周青銅器は

東アジアの金属工芸を考える上で、造形・文

様の根幹をなすものとして非常に重要であ

る。中国各地で目覚ましい考古学的成果も蓄

積されたこともあり、文様や形態的な変遷が

明らかになってきた。しかし、青銅器の製作

技法については器の表面観察とごく断片的

な鋳型による研究がおこなわれているのみ

であり、今にいたるまで製作技法の研究が進

展しなかった。 

 

２．研究の目的 

殷周青銅器に代表される中国古代青銅器

は、東アジアの金工史上非常に重要な意義を

持つにも関わらず製作技法に関する研究が

進展しなかった。これは殷周青銅器の内部構

造を観察することが困難なためである。本研

究は、九州国立博物館に設置した文化財用の

大型 X 線 CT および精密三次元デジタイザを

活用し、非接触非破壊で中国古代青銅器の構

造を解析することによって、製作技法の研究

を飛躍的に進めることを目的にしている。 

 

３．研究の方法 

本研究を達成するために、世界有数の中国

古代青銅器（住友コレクション）180 点を保

有する泉屋博古館と協力し、中国古代青銅器

の内部構造データを系統的に集積した三次

元デジタルアーカイブを構築する。この成果



を基に、中国の古代鋳造技術研究者や日本の

鋳造技術者とも協力して、中国古代青銅器の

鋳造技術の解明を進める。さらに、これらの

研究成果は、博物館展示を通して、アジアが

誇る卓越した古代の技術として、広く一般市

民に公開する。 

 

４．研究成果 

泉屋博古館がこれまでに系統的に収集し

てきた 180 点におよぶ中国古代青銅器（住

友コレクション）について、九州国立博物

館に設置した文化財専用の大型X線 CTを活

用して、非接触・非破壊で青銅器内部の三

次元情報を解析した。特に、青銅器の様々

な装飾、持ち手、釣り手などの立体造形を

どのように器本体に付けたのかを解明する

ことができた。CT によって、従来の調査方

法では得られなかった豊富な情報を非接触

で短時間に得ることが可能になった。本調

査の成果は今後中国青銅器研究の基礎情報

として様々に活用することが期待される。 

本研究の成果として、日本文化財科学

会・古代鋳造史学会・中国考古学会・東ア

ジア文化遺産保存学会などの国内外の学会

で研究発表を行った。また、一般市民への

研究成果公開として、九州国立博物館文化

交流展トピック展『進化する博物館Ⅱ』を

企画した。この展示会では３Ｄデジタルデ

ータをＣＧや３Ｄプリンタ等の最新機器で

加工して本物と共に触れる複製品を展示し

た。上海・北京・南京から中国の専門家を

招聘し、国内研究者を集めて研究会を開催

した。さらに、北京の中国科学院自然科学

研究所にて研究成果を公開する講演会を行

った。また、研究成果の最終報告書を作成

すると共に泉屋博古館東京分館にて『古代

青銅器展』を開催した。 
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